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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用
した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。 3
４：全教員で行った。 児：３

３：８０％以上の教員で行った。 保：３

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

１：
いず
れか
でも
70％
未満 Ｄ

3
児：3
保：4

◇（児童評価３）「学校は楽しい。学校は
新しいことなどにも取り組んでいる。」
→言語活動充実のため、校内研を充実
させ、「話し合い」「発表」「語彙力」の向
上のため、計画的に実践を重ねた。外国
語の学習では、外国語教育指導員ととも
に、授業や休み時間にも積極的にコミュ
ニケーションの機会を設けた。自分から
英語で話そうとする児童が増えた。人と
の関わりの中で伝えたり、考えをまとめ
たりして、表現する力を高めていきたい。
→運動会、学習発表会等を多様な表現
活動の機会を、感染症拡大の状況や社
会情勢を注視しながら積極的な運営実
施を行う。
◇(保護者評価４）「学校は子ども一人一
人を大切にしている。」
→特別支援コーディネーターを中心に、

スクールカウンセラーや、学校特別補助
員等の人材を生かし、個に応じた支援を
行ってきた。また、教室以外の学習の場
のとして居場所づくり・きずなづくりに努
めた。
◇（保護者評価４）「学校は学力の定着と
学習意欲の向上に向けてICT機器を効果
的に活用している。」
→情報担当を中心に、ICT活用を推進し
た。ICT機器を効果的に活用し、ICTサ
ポーターの支援により、1人1台端末の活
用を積極的に促し、効果的に活用するこ
とができた。年間を通し欠席児童や別室
登校児童のリモート授業を積極的に行
い、学習の機会を確保した。ものづくりや
プログラミング、体験活動を次年度はさ
らに推進する。

Ａ 11

・児童はタブレットを上手に使い、学習に活用している。
・保健室登校児童にも目を配り、個に応じた支援を行っている。
・家庭ではできない様々なこと、学校でやってくれてたいへん助
かっている。
・残念ながらここ3年間のコロナ禍と自らの体調不良のため、な
かなか学校の行事などにも出席できず申し訳ありません。プラン
1については先生方の取組内容や、今後の成果を読み、成果を
上げていると思います。
・児童一人一人の対応に、多くの時間と労力が必要と思われる
が、今後も児童に豊かな心を育むご努力を続けてください。
・教員はICTを上手く活用して、一方的に教えるだけでなく、児童
を積極的に授業に参加させる工夫がみられ、学習意欲の向上
に繋がっていると思う。
・取組内容の２項目目の「論理的、科学的な思考力の育成を目
指し、「おおたのものづくり」を生かした体験活動や理数授業等
を実施する。」について先生方の取組評価が１となっています。
コロナ等感染症の行動制限で出来なかったのか、機器、材料、
財産、人的協力（保護者、外部協力者等）の不足で出来なかっ
たのか具体的に教えてほしいと思います。上記疑問は残ります
が、児童や保護者は学校側の対応に高い評価をしております。
数字の指標で評価を問われるのは難しいと感じております。
・ICT機器の効果的な活動で、児童がより学習の楽しさを感じて
もらえたら良いと思います。
・色々な情報が入り交じる昨今、自分にとってどれが正しい情報
なのか、判断する力が必要である事がコミュニケーション能力の
向上につながるのではないか。
・体験活動等はコロナ禍で実施は大変だったと思う。スクサポで
も情報を共有し、実施へ今後もより一層協力していきたい。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

1
３：

全て
80％
以上 Ｂ 1

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

2

プ
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

◇(児童）
「学校は楽しい。学校は
新しいことなどにも取り
組んでいる。」
と回答した児童の割合

◇(保護者）
「学校は子ども一人一
人を大切にしている。」
「学校は学力の定着と
学習意欲の向上に向け
てICT機器を効果的に
活用している。」
と回答した保護者の割
合

４：

全て
90％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

3

◇（児童評価４）「自分や友達のことを大
切にしている。」
◇(保護者評価４）「やさしく思いやりのあ
る子に育ってきている。」
→児童の自己肯定感、所属意識を高め
るために、交流活動「なかよしキッズタイ
ム」「クラスタイム」を行ってきた。児童の
間で互いに励まし合うなどの行動が目
立ってきている。今後も計画的に進めて
いき、本校の特色として定着させていく。
◇（児童評価４）「すすんであいさつをした
り、きまりを守って生活している。」
◇(保護者評価４)「子どもたちはすすんで
あいさつをし、きまりを守って生活してい
る。」
→あいさつ指標によるあいさつレベルの
確認や、あいさつキャンペーンの取り組
みによって、元気なあいさつが定着して
いる。来校者に対してや、児童の間でも
しっかりと行われるよう、工夫が必要で
ある。
◇(保護者評価３）　「学校は、子どもたち
の問題行動の未然防止、早期発見、早期
対応に努めている。」
→生活指導情報交換会では、課題のあ
る児童や、生活指導上問題になりそうな
件を早期に共通理解している。　また、
対応が必要な件に関しては、生活指導
主任と、コーディネーターを中心に、早急
にケース会議を開き、未然防止が図られ
ている。今後、多様な事案に対応できる
よう、実態に即した教職員の研修を工夫
し、さらに拡充して実施ていく。

4

3

4
児：４
保：４

◇（児童評価４）「学校生活は楽しい。」
◇(保護者評価４）「教員は学習活動を工
夫し、わかりやすい授業づくりに努めてい
る。」
◇(保護者評価４）「学校は児童・保護者
に寄り添いながら、良質な教育環境づくり
に努めている。」
→各教員が専門性を高めるための研修
に参加し、必ず校内で伝達研修を行い、
学校全体としての指導力の向上を図っ
た。OJTの充実に向け、具体的な方針を
示し、来年度、確実な実践を図っていく。
→教員一人一人の授業力や指導力を高
めるために、相互授業観察であるペア研
修、提案授業を行った。より多くの教員
が参加できるような工夫が必要である。
→校内委員会の計画的な実施により、
学校としての特別支援教育についての
充実、課題解決積極的にに向けて取り
組んできた。
→次年度以降、行動制限の状況を鑑み
ながら、各教員が校外の研修会につい
て、各々のテーマに合ったものに、積極
的に参加し、さらに校内で共有すること
で自己研鑽を推進していく。

３：

全て
80％
以上

２：

全て
70％
以上

１：

いず
れか
でも
70％
未満
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3

3
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4
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１：
いず
れか
でも
70％
未満

・コロナ禍の中でも工夫して取り組んでくれている。
・プラン３豊かな心の育成というのは、子ども達の豊かな未来の
為にも大切な教育だと思います。子ども達の家庭環境や社会環
境、友達との関係に関心を持つことが大切だと思います。
・限られた勤務時間の中で、より一層の先生方の情報交換と、
問題行動のある児童への対応をお願いします。
・学校へ行くと、子どもたちから元気よく挨拶を受ける。仲六小の
子どもたちの特色の一つで、とても良く思う。
・他社との違いは自己否定につながりがちです。個々の考えを
尊重する事と、社会ルールを守ることは時として相反する場合
があります。それら一つ一つの難問を取り除いて指導していた
だいた事で、伸び伸び学校生活がおくれている事と思います。
「あいさつ」は高く評価します。読み聞かせ時に通学路で仲六小
児童にあいさつすると、「おはようございます」と、かえしてくれま
す。昨今の児童への犯罪等で「知らない大人とは話をしない」等
の世相があると思います。その様な中でも、読み聞かせや学校
行事での私の顔を覚えてくれているのだと、勝手にうれしく思っ
ています。
・児童が友達を大切にする心やすすんであいさつすることなど定
着して自己肯定感も高く、素晴らしいと思います。
・相手を思いやる、相手の気持ちになってみる。その事が一番
大切であると思います。
・職員間の情報共有が大変密に行われているとのこと。今後も
子どもたちに寄り添った対応をお願いしたい。

・児童は外遊び時間に、学校で習ったことをよくやっているので、
学校での取組がうまくいっているからだと思われる。
・子ども達が、野球、サッカー、バスケットボール、ラグビーといっ
たメジャーなスポーツだけでなく、色々なスポーツにチャレンジで
きる体力の向上と健康の増進について、学んでほしいと思いま
す。
・規則正しい生活習慣を身に付けるとてえも重要な時期にあっ
て、「早寝・早起き・朝ごはんの生活…」学校側の取り組みに、熱
意が感じられます。学校任せにするのではなく、家庭での意識
づけが重要だと考えます。
・「早寝・早起き・朝ごはん」あまり当てはまらないという保護者が
10％いるというのは心配なところであります。ただ、体が小さく食
が細い子、好き嫌いがある子、アレルギーがある子等への成長
するまでの寛容さも必要かと思います。また、学校保健委員会
で取り組みをしていく事に期待します。
・学校と家庭の更なる連携による取り組みの推進を期待します。
・規則正しい生活習慣が必要であり、体力向上に向けての基礎
になると思います。
・生活習慣の意識付けは、家庭での協力も不可欠であるので、
今後も児童や保護者に対しての意識啓発を続けてほしい。

・ホームページがとても良い。
子ども達に魅力ある教育環境を作ることは、地域にとっても大切
な事です。私自身も65歳の定年まで民生委員主任児童委員を
勤め、多くの民生委員が各学校の通学路に立って、子ども達を
見守っています。
・先生方は十分に努力され、良質な教育環境にあります。
・学校は教員一人一人のスキル向上に努めていることがよくわ
かる。学校が楽しいと思う児童が多いことは児童目線での教育
を行っていてとても良い。
・取組評価がおおむね「3」に対し成果評価は「4」　とても良い結
果につながっていると思います。児童、保護者共、日々の学校
生活がより良いものと感じていると思います。
・児童が学校は楽しい思えるのは何よりで、教員の皆さんの不
断の努力によるものだと感じます。
・子どもたちが、「学校に来て楽しい」「学校にいると安心」と言え
るような学校づくりを目指してください。
・コロナ禍で研修等も制限があったと思うが、その中でも子ども
たちがよりよい学校生活を送れるよう、工夫し努めていたことが
評価されていると思う。
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・挨拶が良くできていて、素晴らしい。地域でもしっかりとできて
いる。
・低学年を引っ張っていく高学年の姿がとても良い。
・学力向上に向けては、低学年の段階から一人一人の指導に
努めて、基礎学力の定着に向けた取り組みは、最も大切な事だ
と思います。
・家庭学習の定着、読書の習慣化にご尽力をお願いします。
・読書活動は、児童個々の差が出てしまう。平均的に向上できる
よう期待している。
・得意なことは自分でも伸ばせますが、不得意なことを自分で克
服するのは難しいと思います。先生方が、個々に応じて指導す
ることで、不得意を減らすことができます。その成果が授業のわ
かりやすさに通じていると思います。朝学習の読み聞かせに
は、私も参加させていただいております。今日はこの本を読みま
すと声をかけると、「読んだことある！」と、家庭でも、学校でも読
書が根付いていることを感心しつつ、私自身も児童が興味を持
てるような「本」を読んであげたいです。
・わかりやすい授業、一人一人に対応した工夫、読書活動の推
進など教員の皆さんの努力を感じます。
・一人一人、それぞれの学習能力に応じたきめ細かい対応をし
てください。
・一人一人に寄り添った指導に努めていることがよくわかる。読
書活動の習慣化の一助となるよう「読み聞かせの会」の活動を
広めていきたい。

◇(児童評価３）「授業で学習したことがよ
くわかる。」
◇（保護者評価４）「学校はわかりやすい
授業に努めている。」
◇（保護者評価４）「学校は、習熟度別指
導や補習を生かし、一人一人の学力や課
題に応じた指導に努めている。」
→基礎学力の定着に向け、仲六学習ス
タンダードに基づいた指導の徹底と、朝
学習や補習によって、既習内容の定着
を図った。１～６年生の算数で習熟度別
指導を行い、低学年の段階から、確かな
学力の定着のための指導を実施してい
る。広げ、深めることが課題である。

◇(保護者評価４）「学校は子どもたちの
読書活動が習慣化するよう工夫して取り
組んでいる。」
→年間指導計画に基づいた読書学習司
書と担当教員が協力して、意欲的に指
導を行った。ビブリオバトルやことわざ調
べなど積極的な言語活動で語彙力を高
める努力を行った。図書委員会や図書
ボランティアの活動も大変充実してい
る。読み聞かせ、学期ごとの読書月
間、、掲示物等の効果で、図書室の利用
率が向上した。次年度も取り組みを継
続、発展させ、全校児童の読書に対する
意欲が、さらに向上するよう推進する。
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1

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

2

3

3

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

4

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

保護者との連携による家庭学習の啓発と、
読書習慣を生かし、読書活動の習慣化を
目指す。

１：
いず
れか
でも
70％
未満

3

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

学校行事・地域行事において、互いの交流
を積極的に進め、学校と地域のつながりを
深めていく。

３
児：４
保：３

２：
全て
70％
以上

１：
いず
れか
でも
70％
未満

◇(児童)
「学校や地域のことが好
きである。」
と回答した児童の割合

◇(保護者)
「学校は、各種おたより
や学校ホームページに
より、教育活動の積極
的な情報発信に努めて
いる。」
「地域人材や施設等を
活用した教育活動の充
実に努めている。」
と回答した保護者の割
合

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

3

３：
全て
80％
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

◇(児童評価４)「学校や地域のことが好きで
ある。」
→3年ぶりのとんび凧作りや毎年恒例の
キャリア教育のインタビュー活動では地域
の方にご協力いただいた。さらに外部の方
の学習への協力を積極的に図っていく。
◇(保護者評価４)「学校は、各種おたよりや
学校ホームページにより、教育活動の積極
的な情報発信に努めている。」
→学校ホームページを中心に、学校生活
や子どもたちの成長を、年間を通して発信
してきたことで、日常の教育活動が分かり
やすく伝えられた。保護者からもたいへん
高い評価を得ている。今後も継続を目指し
ていく。
　◇(保護者評価４）「地域人材や施設等を
活用した教育活動の充実に努めている。」
→夏のわくわくスクールでは、外部の講師
への依頼も拡大し、これまでに近い活動を
実施することができた。参加希望人数を上
回る講座もあり、大変盛況であった。次年
度は、さらに活動内容を増やし、より多くの
児童の参加を呼びかけていく。
→地域連絡協議会は、地域での児童の様
子を伺うことができる大変有意義な情報交
換の場となっている。　感染症対策のた
め、2年間入学式卒業式に来賓を招待でき
なかったが、周年行事に来賓として参加い
ただき、児童と周年を一緒に祝うことがで
きた。今後も、地域と連携するための会と
したい。

・昨年の11月に開校65周年の児童集会にお招きを頂き、参加さ
せていただきましたが、教職員の皆様の学校の成り立ちや、地
域との関係を子供たちに興味深く教えている姿を見て、本当に
ありがたいと思いました。きっと、仲六小の児童にとって、この六
郷が大切なふるさとになることでしょう。
・地域連絡協議会の開催は、年に1回は１８：００頃からの開催と
していただきたいと思っています。
・学校ホームページの仲六DIARYは保護者がとても良く評価して
いる。子どもたちの学校での様子が分かりやすく見る事が出来
るので、継続してくれることはありがたい。
・コロナ感染症等の有無にかかわらず、教育目標の応じて地域
の情報、伝統の学習の教育活動に、対応していただいているこ
とに感謝しております。
・徐々に学校と地域のコミュニケーションの場が戻ってきていま
す。今後とも児童にとってもより良い関係を築けるよう努力して
まいりたいと思います。
・コロナで地域の行事が中止になっているように、子どもたちが
参加する機会が少なくなっており、コロナ前のように学校、家
庭、地域の関係が大きく変わった気がします。今後はどのような
関係を築いていく事が、子どもたちにとってよいのか、検討が必
要ではないか。
・子どもたちが地域に興味をもち、愛着を持ってもらえるよう、ス
クサポが地域と学校の橋渡し役となるべく、学校との連携をより
一層深め、活動してまいります。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な

っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを
作ります。

4
児：４
保：４

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄
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令和４年度　大田区立仲六郷小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

学校教育目標　：　日々新しく伸びゆく仲六の子　　●　なかよくする子　　●　かんがえる子　　●　心ゆたかな子　　●　はたらく子　　●　くじけない子
児童数　：　２４２名（令和４年５月９日現在）　　　学級数　：　１０学級（１年２学級　２年２学級　３年２学級　４年１学級　５年１学級　６年２学級）
概　要　：　１９５７年開校で、今年度で６５周年を迎える。学区域には住宅のほか商店街や町工場などがあり、地域に古くから居住する世帯・住民も多い。そのため、地域から愛され、地域と学校とのつながりが深く、教育活動におけるかかわりも豊富かつ多様である。
目指す学校像　：　「みんなが大好きな学校」（児童、保護者・地域、教職員）
目指す児童像　：　「自分の考えを表現できる子の育成」
特色ある教育活動　：　主体的な学び　人との関わり　言語活動の充実（語彙の獲得・拡充と表現する力）　規範意識の向上　体力向上　保護者や地域と共に歩む学校

◇（児童）
「自分や友達のことを大
切にしている。」
「すすんであいさつをし
たり、きまりを守って生
活している。」
と回答した児童の割合

◇(保護者）
「やさしく思いやりのあ
る子に育ってきてい
る。」
「子どもたちはすすんで
あいさつをし、きまりを
守って生活している。」
「学校は、子どもたちの
問題行動の未然防止、
早期発見、早期対応に
努めている。」
と回答した保護者の割
合

目標に対する成果指標

２：

全て
70％
以上

４：
全て
90％
以上

3
児：３

保：４

Ｂ

３：
全て
80％
以上

２：
全て
70％
以上

４：

全て
90％
以上

２：
全て
70％
以上

１：い
ずれ
かで
も
70％
未満

B

◇（児童評価３）「運動が好きで、進んで
体を動かしている。」
◇(保護者評価４)「学校は子どもの体力
の向上のために工夫して取り組んでい
る。」
→体力調査結果分析を基にした「仲六
道場」「一学級一実践運動」「体力向上
月間」と、児童の実態に合わせた体力向
上の取り組みを行ってきた。児童が自分
の伸びを具体的に実感できるような工夫
を行い、運動への意欲をさらに向上させ
ていくことを目指す。
◇(児童評価３）「早寝・早起き・朝ごはん
の生活を心がけて生活している。」
◇（保護者　評価３）「子どもは早寝・早起
き・朝ごはんの規則正しい生活習慣を意
識しながら生活している。」
→あまり当てはまらないという保護者回
答が10％。学校と家庭とが、生活習慣の
意識付けに向け、より連携を深めていく
ことが必要である。その１つとして、学校
保健委員会の取り組みを、さらに広めて
いく。

11

1

11

◇(児童）
「授業で学習したことが
よくわかる。」
と回答した児童の割合

◇（保護者）
「学校はわかりやすい
授業に努めている。」
「学校は、習熟度別指
導や補習を生かし、一
人一人の学力や課題に
応じた指導に努めてい
る。」
「学校は子どもたちの読
書活動が習慣化するよ
う工夫して取り組んでい
る。」
と回答した保護者の割
合

1

Ｃ

Ｄ

４：

全て
90％
以上

３：

全て
80％
以上

２：

全て
70％
以上

11

４：
全て
90％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増

進

Ｃ

Ａ

４：

全て
90％
以上

Ｄ

３：
全て
80％
以上

◇（児童）
「学校生活は楽しい。」
と回答した児童の割合

◇(保護者）
「教員は学習活動を工
夫し、わかりやすい授業
づくりに努めている。」
「学校は児童・保護者に
寄り添いながら、良質な
教育環境づくりに努めて
いる。」
と回答した保護者の割
合

◇（児童）
「運動が好きで、進んで
体を動かしている。」
「早寝・早起き・朝ごは
んの生活を心がけて生
活している。」
と回答した児童の割合

◇(保護者)
「学校は子どもの体力
の向上のために工夫し
て取り組んでいる。」
「子どもは早寝・早起き・
朝ごはんの規則正しい
生活習慣を意識しなが
ら生活している。」
と回答した保護者の割
合

Ａ


